






検討を通して、 〈物語空間〉の総体的解明を試みるものである。より詳しく述べるならば、 「物語における〈登場人物の居場所〉とそれに対する〈空間表現〉を確認し、両者を関連づけて考察する作業を通して、 物語空間〉のありようや多様な意味性をより的確に把握すること 志 た」
（二八一頁）
ものとのことである。
本書は、考察方法・目的などを記した序章、 「地理的移動、もしくは邸宅の移転 いった登場人物の大きな〈移動〉 」
（一二頁）
を










なる本書の特色は、建物自体や室内空間の分析にとどまらず、光源氏の北山・須磨・明石への〈移動〉なども考察対象 して取り上げているところにあり、評者としてもそちらの論考にこそ多く感銘を覚えた。各章 概要 本書の終章にまとめ れており、またすでに、湯淺幸代氏の書評
（ 『国語と国文学』 二〇一〇年六月号掲載）
においても全体を見渡した丁寧な要約がなされ いるため、ここではそのような紹介は省略 、以下、個人的 感想を述べることをもって書評に代えさせていただきたい。




　第二章 「海づらと山里 　─須磨の空間表現とその機能─」 では、
光源氏の須磨での居場所が、 「海づら」と「山里」とい た相反するイメージを持つことを指摘する。そして、行平 事跡 どに基づく前者が謫居の悲痛さを表出するのに対 、後者は「美的間」 「都人として源氏の精神が営為され 空間」
（六八頁）
の性格







分析から─」では、前章を承けながら、須磨という空間の物語的意味の変容を捉える。三月上巳の祓の暴風雨以後の須磨は、 「海づら」 「山里」という空間の構図が払拭され 海の空間に代置されると金氏は説く。












































もとに、その後室内空間の問題へと展開していったかと思われるが、Ⅰ部 見られるダイナミックさ、視野の広がりがⅡ部以降においては失われ、また、空間表現論という枠組みの中で何か結論を導かなくてはいけないという意識が氏を束縛し、先行研究に対する優れた批判眼を生かし切れていない印象 受けた。博士論文としてまとめることを意識し、一貫性のある研究を目指されたのかもしれないが、それが逆 制約となって、自身の自由な想像力を奪ってはい だろうか。
　奥書によれば、めでたく学位も取得され、本国においてしかる
べきポストも得ら たようである。空間表現論 観点にこだわることは無論結構だが、決して に固執するこ なく 持てる才を存分に発揮して、 『源氏物語』研究にまた新たな境地を切り開いていっていただきたい。 （二〇〇八年一二月 　武蔵野書院 　Ａ５判 　三〇一頁 　税込八四〇〇円）
